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記録の映像化について 
 
 
 
１ 記録内容（案） 
  ・各校の沿革（卒業アルバムや周年記録誌を活用） 
  ・歴代校舎の写真、概要 
  ・校歌（児童・生徒による合唱） 
  ・校内の展示物、郷土資料（卒業制作や寄贈品等、思い出の品物） 
  ・新泉・和泉地域の今昔風景（地域の方の協力も必要） 
  ・同窓生、地域のお年寄り、現役児童・生徒、教員、保護者のインタビュー 
 
 
２ 映像の活用方法 
  ・地域資料コーナーにテレビ等の液晶機材を設置し、児童・生徒が触れ、学習

としても活用する。 
  ・３校の閉校記念としてではなく、開校後の歴史も追加していく。 
   （直近の行事等の画像を、スライドショーで流す等） 
 
 
３ 制作物（案） 
  ・アプリ（PC 等のプログラム）作成。 
  ・ホームページ開設（パスワード入力等により個人情報を保護） 
   

※ＤＶＤは、開校後の歴史の追加が困難なため、作成しない。 
 
 
４ 課題 
  ・制作期間は平成 26 年４月からとなるが、平成 26 年度の行事、四季をどの程

度掲載するか。 
  ・地域の今昔風景やインタビューなど地域の方の協力が必要。地域に対する周

知方法。 
  ・インタビューされる方の選出、及び内容の検討。 
  ・映像化部会を別途設置する必要性。 

（本部会にて制作会社とともに制作物を精査） 
  ・開校後は、学校・地域が協力して管理。管理体制の検討。 
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